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令
和
６
年
度

事
業
活
動
計
算
書

（
社
会
福
祉
法
人
二
本
松
市
社
会
福
祉
協
議
会
）

事業報告・決算報告の詳細については、ホームページにも掲載しています。

令和６年度事業並びに決算のご報告
当協議会では、昨年度１年間を通し、次のような福祉活動（主なもの）を実
施し、決算状況となりましたのでご報告いたします。

【支出の部】
合計

796,695,816円

法人運営事業
93,297,528円
11.71%

地域福祉事業
289,771,022円
36.37%

介護保険事業
413,627,266円
51.92%

経常経費補助金収益
59,456,256円
7.48%

寄付金収益
3,238,905円
0.41%

会費収益
10,074,600円
1.27%

受託金収益
270,005,224円
33.97%

【収入の部】
合計

794,869,726円

介護保険事業収益
232,720,920円
29.28%

事業収益
15,854,200円
1.99%

障害福祉サービス等
事業収益
5,395,255円
0.68%

その他の収益
7,083,947円
0.89%

基金取崩額
43,454,000円
5.47%

特別収益（施設整備等
補助金収益）
141,319,984円
17.78%

前期繰越活動増減差額
6,229,170円
0.78%

サービス活動外収益
（受取利息等）
37,265円
0.00%

○地域福祉活動の取り組み
　・地域づくりのための研修会の実施
　・地区懇談会の開催
　・高齢者等いきいきサロンへの支援
　・市民活動や団体運営への支援
　・障がい児、者への支援活動
　・災害等の罹災者への支援

○受託事業の取り組み
　・学童保育所（８ヶ所）の開設
　・高齢者等配食サービス事業の実施
　・身体障がい者訪問入浴サービス事業
　・介護用品給付事業の実施
　・生活支援体制整備事業の実施
　・生活困窮者自立支援事業の実施
　・生きがい通所介護事業（２か所）の実施
　・地域包括支援センター（安達地域）の運営

○ボランティア活動の取り組み
　・ボランティア相談とあっせん
　・ボランティア活動保険加入促進
　・市民ボランティア講座の企画実施　
　・福祉教育出前講座の実施
　・ボランティアスクールの開校
　・災害時におけるボランティア活動支援

○介護保険等事業所運営の取り組み
　・居宅介護支援事業の実施
　・訪問介護事業の実施
　・訪問入浴介護事業の実施
　・通所介護事業（３施設）の実施
　・障害者福祉サービス居宅介護事業の実施

○福祉団体等支援（事務局）の取り組み
　・二本松市民生児童員協議会
　・日本赤十字社福島県支部二本松市地区
　・日本赤十字社福島県支部安達地方有功会
　・二本松市身体障がい者福祉会
　・福島県共同募金会二本松市共同募金委員会
　・安達地区社会福祉協議会
　・いわしろ福祉会（地区社協）
　・とうわ福祉会（地区社協）

○総合的な相談支援の取り組み
　・心配ごと相談所の開設
　・緊急時食料等給付（フードバンク）
　・生活維持や緊急時の資金の貸付
　・福祉サービス利用の援助
　・社会的な居場所づくり事業の実施

こ
の
た
び
、引
き
続
き
会
長
を
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し

た
、佐
久
間
勝
で
ご
ざ
い
ま
す
。

再
び
こ
の
重
責
を
お
引
き
受
け
す

る
に
あ
た
り
、改
め
て
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、現
在
本
市
を
取
り
巻
く
環

境
は
、生
活
課
題
の
多
様
化
、複
雑

化
、社
会
的
孤
立
を
背
景
と
し
た
困

窮
者
の
増
加
な
ど
、こ
れ
ま
で
以
上
に

多
様
な
関
係
者
と
の
連
携
強
化
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
様
な
中
で
、本
会
の
役
割
は
課

題
を
抱
え
た
人
々
に
寄
り
添
い
続
け
、

課
題
解
決
を
図
る
こ
と
で
地
域
福
祉

推
進
の
理
念
で
あ
る「
地
域
共
生
社
会

の
実
現
」に
つ
な
げ
る
こ
と
と
考
え
て
い

ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、役
員
・
職
員
一丸
と

な
っ
て
精
一
杯
の
努
力
を
重
ね
て
参
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。ど
う
ぞ
、市
民
の

皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
、ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
切
に
お
願
い
申
し

上
げ
、就
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。

会

　長 

佐
久
間

　勝

 

（
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
）

副
会
長 

遠
藤

　吉
次

 

（
経
済
団
体
等
）

副
会
長 

安
齋

　健
一

 

（
学
識
経
験
者
）

副
会
長 

佐
藤

　宏
仁

 

（
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
）

常
務
理
事 

早
川

　
　東

 

（
社
会
福
祉
協
議
会
）

理

　事 

遠
藤

　新
一

 

（
区
・
町
内
会
）

理

　事 

阿
部

　順
子

 

（
婦
人
会
）

理

　事 

浅
川

　吉
寿

 

（
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
）

理

　事 

佐
々
木
文
子

 

（
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
）

理

　事 

矢
吹

　孝
三

 

（
民
生
児
童
員
協
議
会
）

理

　事 

菅
野

　壽
子

 

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
）

理

　事 

高
宮

　英
夫

 

（
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
）

理

　事 

福
田
な
お
み

 

（
社
会
福
祉
行
政
機
関
）

理

　事 

杉
山

　澄
子

 

（
学
識
経
験
者
）

監

　事 

渡
邉

　
　実

 

（
学
識
経
験
者
）

監

　事 

大
槻

　礼
子

 

（
学
識
経
験
者
）

任
期：令
和
７
年
６
月
26
日
か
ら
就
任
後
２
年
以

内
に
終
了
す
る
会
計
年
度
の
う
ち
、最
終
の
も
の

に
関
す
る
定
時
評
議
員
会
の
終
結
の
と
き
ま
で

菅
野

　幸
夫（
区
・
町
内
会
）

渡
邊
マ
チ
子（
婦
人
会
）

深
谷

　勇
人（
青
年
会
議
所
）

安
部

　光
夫（
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
）

桑
原

　和
夫（
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
）

小
沢

　昌
子（
民
生
児
童
員
協
議
会
）

川
名

　栄
顕（
保
護
司
会
）

菊
地

　紀
子（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
）

村
松

　香
里（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
）

中
野
真
理
子（
社
会
福
祉
施
設
）

遠
藤
真
由
美（
社
会
福
祉
施
設
）

遠
藤

　信
明（
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
）

國
井

　好
美（
身
体
障
が
い
者
福
祉
会
）

前
島

　悦
雄（
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
）

大
内

　真
利（
教
育
機
関
）

菅
野
ま
ゆ
み（
経
済
団
体
等
）

七
宮

　
　弘（
学
識
経
験
者
）

伊
藤

　秀
男（
学
識
経
験
者
）

三
浦
き
ぬ
子（
学
識
経
験
者
）

阿
部

　恵
子（
学
識
経
験
者
）

任
期
：
令
和
７
年
６
月
26
日
か
ら
就
任
後
４
年
以

内
に
終
了
す
る
会
計
年
度
の
う
ち
、最
終
の
も
の

に
関
す
る
定
時
評
議
員
会
の
終
結
の
と
き
ま
で

二本松市社会福祉協議会
会 長　佐久間　勝

役
員
紹
介（
敬
称
略
）

新
役
員
・
評
議
員
紹
介

評
議
員
紹
介（
敬
称
略
）

会長挨拶

☆★☆一人ひとりに合ったお仕事探しをサポートします☆★☆
※障がい者、18歳以上の障がい・難病・メンタル不調のある方

ー身元保証・生活支援・葬送支援事業ー
施設・賃貸住宅への入居、入院時の身元保証や

日常生活からもしもの時まで
「家族の代わり」としてサポートします！

ご予算や必要に応じて支援の選択もできます。お気軽に
お問合せ
下さい

日本福祉サービス株式会社
福島身元保証支援センター「信愛の会」
TEL 0243-24-6071

障がい者を支えるお仕事募集 （例）パソコン入力、清掃、除草、ポスティング等
　　軽作業 お気軽にご用命ください

あ かるく
い きいきと
う れしがって
え がおで
お かげさまで

役職員一丸と
なって頑張って
まいります!!

役職員一丸と
なって頑張って
まいります!!
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松
市
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福
祉
協
議
会
）

事業報告・決算報告の詳細については、ホームページにも掲載しています。

令和６年度事業並びに決算のご報告
当協議会では、昨年度１年間を通し、次のような福祉活動（主なもの）を実
施し、決算状況となりましたのでご報告いたします。

【支出の部】
合計

796,695,816円

法人運営事業
93,297,528円
11.71%

地域福祉事業
289,771,022円
36.37%

介護保険事業
413,627,266円
51.92%

経常経費補助金収益
59,456,256円
7.48%

寄付金収益
3,238,905円
0.41%

会費収益
10,074,600円
1.27%

受託金収益
270,005,224円
33.97%

【収入の部】
合計

794,869,726円

介護保険事業収益
232,720,920円
29.28%

事業収益
15,854,200円
1.99%

障害福祉サービス等
事業収益
5,395,255円
0.68%

その他の収益
7,083,947円
0.89%

基金取崩額
43,454,000円
5.47%

特別収益（施設整備等
補助金収益）
141,319,984円
17.78%

前期繰越活動増減差額
6,229,170円
0.78%

サービス活動外収益
（受取利息等）
37,265円
0.00%

○地域福祉活動の取り組み
　・地域づくりのための研修会の実施
　・地区懇談会の開催
　・高齢者等いきいきサロンへの支援
　・市民活動や団体運営への支援
　・障がい児、者への支援活動
　・災害等の罹災者への支援

○受託事業の取り組み
　・学童保育所（８ヶ所）の開設
　・高齢者等配食サービス事業の実施
　・身体障がい者訪問入浴サービス事業
　・介護用品給付事業の実施
　・生活支援体制整備事業の実施
　・生活困窮者自立支援事業の実施
　・生きがい通所介護事業（２か所）の実施
　・地域包括支援センター（安達地域）の運営

○ボランティア活動の取り組み
　・ボランティア相談とあっせん
　・ボランティア活動保険加入促進
　・市民ボランティア講座の企画実施　
　・福祉教育出前講座の実施
　・ボランティアスクールの開校
　・災害時におけるボランティア活動支援

○介護保険等事業所運営の取り組み
　・居宅介護支援事業の実施
　・訪問介護事業の実施
　・訪問入浴介護事業の実施
　・通所介護事業（３施設）の実施
　・障害者福祉サービス居宅介護事業の実施

○福祉団体等支援（事務局）の取り組み
　・二本松市民生児童員協議会
　・日本赤十字社福島県支部二本松市地区
　・日本赤十字社福島県支部安達地方有功会
　・二本松市身体障がい者福祉会
　・福島県共同募金会二本松市共同募金委員会
　・安達地区社会福祉協議会
　・いわしろ福祉会（地区社協）
　・とうわ福祉会（地区社協）

○総合的な相談支援の取り組み
　・心配ごと相談所の開設
　・緊急時食料等給付（フードバンク）
　・生活維持や緊急時の資金の貸付
　・福祉サービス利用の援助
　・社会的な居場所づくり事業の実施

こ
の
た
び
、引
き
続
き
会
長
を
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し

た
、佐
久
間
勝
で
ご
ざ
い
ま
す
。

再
び
こ
の
重
責
を
お
引
き
受
け
す

る
に
あ
た
り
、改
め
て
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、現
在
本
市
を
取
り
巻
く
環

境
は
、生
活
課
題
の
多
様
化
、複
雑

化
、社
会
的
孤
立
を
背
景
と
し
た
困

窮
者
の
増
加
な
ど
、こ
れ
ま
で
以
上
に

多
様
な
関
係
者
と
の
連
携
強
化
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
様
な
中
で
、本
会
の
役
割
は
課

題
を
抱
え
た
人
々
に
寄
り
添
い
続
け
、

課
題
解
決
を
図
る
こ
と
で
地
域
福
祉

推
進
の
理
念
で
あ
る「
地
域
共
生
社
会

の
実
現
」に
つ
な
げ
る
こ
と
と
考
え
て
い

ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、役
員
・
職
員
一丸
と

な
っ
て
精
一
杯
の
努
力
を
重
ね
て
参
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。ど
う
ぞ
、市
民
の

皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
、ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
切
に
お
願
い
申
し

上
げ
、就
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。

会

　長 

佐
久
間

　勝

 

（
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
）

副
会
長 

遠
藤

　吉
次

 

（
経
済
団
体
等
）

副
会
長 

安
齋

　健
一

 

（
学
識
経
験
者
）

副
会
長 

佐
藤

　宏
仁

 

（
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
）

常
務
理
事 

早
川

　
　東

 

（
社
会
福
祉
協
議
会
）

理

　事 

遠
藤

　新
一

 

（
区
・
町
内
会
）

理

　事 
阿
部

　順
子

 
（
婦
人
会
）

理

　事 
浅
川

　吉
寿

 

（
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
）

理

　事 

佐
々
木
文
子

 

（
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
）

理

　事 

矢
吹

　孝
三

 

（
民
生
児
童
員
協
議
会
）

理

　事 

菅
野

　壽
子

 

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
）

理

　事 

高
宮

　英
夫

 

（
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
）

理

　事 

福
田
な
お
み

 

（
社
会
福
祉
行
政
機
関
）

理

　事 

杉
山

　澄
子

 

（
学
識
経
験
者
）

監

　事 

渡
邉

　
　実

 

（
学
識
経
験
者
）

監

　事 

大
槻

　礼
子

 

（
学
識
経
験
者
）

任
期：令
和
７
年
６
月
26
日
か
ら
就
任
後
２
年
以

内
に
終
了
す
る
会
計
年
度
の
う
ち
、最
終
の
も
の

に
関
す
る
定
時
評
議
員
会
の
終
結
の
と
き
ま
で

菅
野

　幸
夫（
区
・
町
内
会
）

渡
邊
マ
チ
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二本松市社会福祉協議会
会 長　佐久間　勝
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）
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会長挨拶

☆★☆一人ひとりに合ったお仕事探しをサポートします☆★☆
※障がい者、18歳以上の障がい・難病・メンタル不調のある方

ー身元保証・生活支援・葬送支援事業ー
施設・賃貸住宅への入居、入院時の身元保証や

日常生活からもしもの時まで
「家族の代わり」としてサポートします！

ご予算や必要に応じて支援の選択もできます。お気軽に
お問合せ
下さい

日本福祉サービス株式会社
福島身元保証支援センター「信愛の会」
TEL 0243-24-6071

障がい者を支えるお仕事募集 （例）パソコン入力、清掃、除草、ポスティング等
　　軽作業 お気軽にご用命ください

あ かるく
い きいきと
う れしがって
え がおで
お かげさまで

役職員一丸と
なって頑張って
まいります!!

役職員一丸と
なって頑張って
まいります!!
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「令和７年度ボランティア・市民活動助成金」助成団体が決定しました！
【助成金交付】１３件　計　548,000円

　この事業は二本松市における市民活動団体やボランティアグループ、自治会組織で、地域福祉活動や福祉的課題解決に取り組む
団体又はグループの支援を目的とした助成事業です。１つの活動団体等につき年額50,000円を上限に申請いただき、審査の結果、
下記の活動団体等に助成することが決定しました。

二本松第三中学校（手話体験）

clover（ゴミ分別学習会）

団体名 事業内容
二本松方部更生保護女性会 にこにこふれあいセンターに通所する方々の自立支援
二本松朗読サークル
「ひばり」

音訳サービスの利用者との交流を図るとともに、視覚に
障がいをお持ちの方の日常・心情等を知る機会とする

特定非営利活動法人
あだたら青い空 子どもの貧困対策・食育・子育て交流・地域の交流促進

Peace（平和） 子ども食堂（子どもの居場所）、一人暮らし高齢者の
方々の交流

特定非営利活動法人
和

就労継続支援B型事業所なごみ・なごみ第二から一般
就労へ移行された方々を対象に日頃の悩みなどを話せ
る情報交換の場を設ける

やまびこ会 新殿小学校及び認定さくらこども園の環境整備、地
域住民の見守り

安達地方更生保護女
性会岩代方部

小中新入学児童手作りお守り贈呈、更生保護至道会
訪問支援

EIKO＆YanYan 施設に入所されている皆さんに音楽（二胡・ハーモニ
カの楽器演奏）を通して喜んでもらう

ボランティアグループ
「お針箱」

いわしろ福祉会（岩代地区社会福祉協議会）が実施する
安否確認事業「ふれあい弁当」に付けるプレゼント作成

団体名 事業内容

スマイルリース
サロン活動や介護予防教室等に出向き、参加者の笑
顔と元気づくりの応援団として、レクリエーション、
認知症予防ゲーム等を実施

とうわつながるマルシェ 参加者の「好き」「楽しい」「おもしろい」の実現
地域でつながることにより、世代間で支え合う地域社会を目指す

東和方部更生保護女性会 学童支援、子ども達との交流を目的に食の大切さを
伝える活動、小学校新入学児へのクリアファイル贈呈

clover
地球温暖化防止、SDGｓ、食品ロス削減、ごみ分別
学習会などゲームや絵本の読み聞かせなど交えなが
ら楽しく学べる学習会の開催

「令和７年度福祉教育指定校事業助成金」助成校が決定しました！
【助成金交付】１８校　計　798,000円

　この事業は福祉教育に意欲的に取組む管内の小・中・高等学校を指定し、学校活動における福祉教育の取り組みの充実が図られ
ることを目的とした助成事業です。１校あたり年額50,000円を上限に多くの学校に申請いただき、審査の結果、下記の学校に助
成することが決定しました。　

学校名 事業内容

二本松南小学校 郷土学習および地域特産品理解における地域住
民との交流

二本松北小学校 障がいのある方との交流、地域社会との関わり、
ボランティア活動

塩沢小学校 地域の方に教わりながらの農業体験（米・野菜づ
くり）、収穫祭の実施

岳下小学校 地域内に存在する社会的・文化的環境を目的地
に巡り歩き郷土愛を醸成する

杉田小学校 ボランティア・福祉に関することを見学・実践、
少年隊・杉田の歴史を探る

石井小学校 高齢・障がいの疑似体験、地域のお年寄りとの
交流を通して関心を高める

大平小学校 障がいの疑似体験活動や地域の方とふれあう活
動の実施

渋川小学校 文化伝承活動・郷土学習を通した地域住民との
交流、福祉体験学習

川崎小学校 地元特産品の上川崎和紙の体験学習、福祉教育
を通して介助や支援方法を学ぶ

小浜小学校 バリアフリーについて学び、高齢・障がいへの
理解を深める

新殿小学校 学校花壇等への花を植える環境美化活動、書き
損じはがき収集・赤い羽根共同募金運動

旭小学校 岩代地域の特産物や伝統野菜についての学習
（農業体験・野菜を活用した調理活動）

東和小学校 高齢者の宅配弁当への絵手紙添付、高齢・障が
いの疑似体験活動

学校名 事業内容

二本松第二中学校 車いす体験・障がい者スポーツ・高齢者疑似体
験・アルミ缶回収活動

二本松第三中学校 高齢・障がい理解、障がい者スポーツの体験学
習、福祉・ボランティアについての学習

安達中学校 二本松探索学習、二本松少年隊についての学
習、和紙漉き体験学習

岩代中学校 郷土学習・農業体験・福祉体験を通して、地域
のよさと課題について考える

東和中学校 地域の企業訪問。幼児・高齢者とのふれあいを
通して地域との関わりの意識を高める

上記の助成事業は、ともに皆様からお寄せいただいた善意の寄付金や赤い羽根共同募金が活用されています。

　皆さんは地域福祉と聞いて、どんなことを思い浮かべますか？
　また、「誰もが住み慣れた地域で自分らしく暮らす」ために、どんな将来をイメージするのでしょうか？
　地域福祉と聞くと難しく思われがちですが、皆さんの何気ない「お互い様」の気持ちや、ちょっとした気にか
け合い（見守り）が、私たちの地域をよりよいものにしてくれています。“地域で暮らす”皆さんが安心して生活
するために、住民同士が手と手を取り合い、助け合うことが、地域福祉の第一歩になるのではないでしょうか。
　今回は、そんなちょっとしたきっかけで集まるようになった方達や、話し合いの場から生まれたサロン参加者
同士の見学会など、何か特別なことをしなくても、みんなで集まり、みんなで話し合うことで、様々な形で地域
の福祉活動が賑わいを見せている様子を、皆さんにご紹介します！

地域の福祉活動がどんどん賑わっています！

認知症予防教室から生まれた…ＯＢ会からの「はつらつ」

東和の話し合いの場（協議体）から生まれた…「いきいきサロンで地元の施設に行ってみよう！」

　安達地域では、令和５年の年末に認知症予防教室を開催し、
教室が終了した後も引き続きＯＢ会として18名が毎月集ま
り、認知症予防・啓発に取り組んでいます。
　認知症教室とは、認知症について正しく学び、スリーＡと呼
ばれる認知症予防ゲームなどを取り入れながら、認知症予防を
目的としている教室のことです。
　皆さん、毎月脳トレをしている効果もあってか、はつらつ元
気！笑顔が絶えず、新しい脳トレにも意欲的です。

　認知症予防ゲームのひとつである「夢の旅行」連想ゲーム
では…。生活支援コーディネーター渡邉の夢旅行をメンバー
と一緒に企画しました。夢旅行の地は、ヨーロッパ。ヨーロッ
パと言えばフランスのパリ！パリジェンヌにあこがれなが
ら～。あれが食べたい、あそこに行きたいと大盛り上がり！
終わりは皆さんと、夢旅行のおさらいを。

　お食事がおいしい！お風呂
が個浴でゆっくり浸かれる！
お家にいるみたいに過ごせ
る！満足度「高」

　針道にある「かがやきの杜（グ
ループホーム）」を訪問し、各事業所
の管理者の方々とケアマネー
ジャーから、施設のことについて内
容を詳しく説明いただきました。

OB会から「はつらつ」という名称に決定！OB会から「はつらつ」という名称に決定！

とにかく元気！とにかく笑う！とにかく元気！とにかく笑う！

田んぼや畑のことは分かっけど
介護保険のことはわがんねなぃ。
田んぼや畑のことは分かっけど
介護保険のことはわがんねなぃ。

いつかお世話になるかもしれないから、
よく聞いとかないとね。
いつかお世話になるかもしれないから、
よく聞いとかないとね。

杉内・仲組たのしい会
　地域の施設を元気なうちに知っておくこと・心構えをして
おくことは自身と家族にとっても大事なことです。私たちの
地域にはお宝（資源）がたくさんあることに気づいた学びの
多い一日となりました。

地元の福祉を知る！地元の福祉を知る！

☆認知症予防にご興味のある方は、
　お近くの地域包括支援センターまでご相談ください。※これこそ認知症予防なのです！
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　皆さん、毎月脳トレをしている効果もあってか、はつらつ元
気！笑顔が絶えず、新しい脳トレにも意欲的です。

　認知症予防ゲームのひとつである「夢の旅行」連想ゲーム
では…。生活支援コーディネーター渡邉の夢旅行をメンバー
と一緒に企画しました。夢旅行の地は、ヨーロッパ。ヨーロッ
パと言えばフランスのパリ！パリジェンヌにあこがれなが
ら～。あれが食べたい、あそこに行きたいと大盛り上がり！
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　地域の施設を元気なうちに知っておくこと・心構えをして
おくことは自身と家族にとっても大事なことです。私たちの
地域にはお宝（資源）がたくさんあることに気づいた学びの
多い一日となりました。
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㈲武藤測量事務所
建設コンサルタント・補償コンサルタント

二本松市油井字道田51番地4　TEL 0243-22-5382
営業所…伊達営業所・郡山営業所・福島営業所・川崎営業所

●川 崎 薬 草 園
（会津人参栽培研究会会員）
おたね人参（高麗人参）
蔓人参・日本山人参

●古美術 藤 和
（日本美術刀剣保存協会会員）
古美術買取ります
ご来店の際は本社もしくは
担当者までTEL下さい。
本社：0243-22-5382
担当：080-9256-8255

　「社会福祉のためにお役立てください」と、次の皆さまから心温まるご寄付をお寄せいただきました。
　ご趣旨に沿って有効に活用させていただきます。

令和７年５月１日～令和７年６月３０日

ダイセーロジスティクス株式会社
　　　　　　　福島ハブセンター様（赤井沢）
二本松市職員OB会様（上長折字正部田）
（その他、匿名１名）

団体

個人
（故）渡辺アサ子 様（表）
（故）佐藤　美代 様（吉倉字広田）
　　大内　三郎 様（宮本）
（故）菅沢　昭代 様（油井字証拠屋敷）
（故）野地　孝子 様（下川崎字近藤谷内）
    喜古はるえ 様（上川崎字上種田）
（故）佐久間ヨシ子 様（小浜字広惣内）
（故）安齋　孝安 様（上川崎字坂ノ下）
　　中島の地蔵桜 延命地蔵 杉内　榮 様（針道字中島）

二本松市職員OB会 様

こんにちは！
デイサービスセンターです！
　指定介護保険事業所として市内３か
所でデイサービスセンターを運営して
います。
　健康で充実した毎日を、住み慣れた
まちで過ごすために、介護スタッフの
介助を受けながら、無理なく安心して
活動の幅を広げることができるデイ
サービスセンターを利用してみません
か。
　年間行事として、お花見や紅葉狩り
の野外活動や運動会、敬老会、カラオ
ケや輪投げ等で一緒に楽しみましょう。

デイサービスセンターにほんまつ …… ☎22-7890
デイサービスセンターあだち ………… ☎23-1721
デイサービスセンターいわしろ ……… ☎55-3240
随時、見学も受付けております。

４ＷＤ車専門店４ＷＤ車専門店

http://ishihata.site/

福島県中古自動車販売店協会加盟
国土交通省東北運輸局長指定整備工場

セットホーム 夏の塗装祭り夏の塗装祭り
足 場 代 半 額半 額 !!!!

キャンペーン

二本松市で45年以上の安心施工 お家の外壁塗装は夏がチャンス！

☎0120-606-700
㈱吉田設備
二本松市渋川字二本栁33-1お見積もり無料

LINEでも受付中

　責任者は申出者と話合いにより解決に努めます。第三者委員
も交えての話合いも可能です。

　早川　　東（常務理事兼事務局長） ☎23-7867

　担当者が受付けた苦情はすべて責任者へ報告し、内容確認と
申出者に対し受付した旨を通知します。　
　斎藤　英知（事務局次長兼在宅生活支援課長） ☎23-1871
　伊藤　真樹（地域福祉課長） ☎23-7867
　佐藤久美子（総合相談支援課長） ☎23-8262
　菅野　幸枝（二本松施設課長） ☎23-4123
　武藤はるみ（岩代兼東和支所長） ☎65-2003

　申出から解決まで公平・中立な立場で内容の確認や助言・立
会いをおこないます。

　川名　栄顕（本会評議員） ☎22-2864
　佐藤　照雄（市民生児童委員） ☎23-7199
　鈴木タリ子（学識経験者） ☎55-2609
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福祉サービスに関する
苦情解決体制と個人情報保護に関する方針について

★個人情報保護に関する方針★★苦情解決のしくみ★

当協議会のサービスを安心してご利用いただくために

当協議会が提供する福祉サービス全般（地域福祉事業や介護サービス事業など）につい
て利用される皆様から苦情の申出があった場合に、適切に対応し、円満な解決が図れるよう
「苦情解決体制」を整備しております。サービスに対する苦情やご意見などがありましたら下
記の苦情受付担当者か、または第三者委員へお寄せください。また、当協議会では下記の方
針に基づき、個人情報の保護にも努めております。ご相談いただいた方のプライバシーは厳
守いたします。

　社会福祉法人二本松市社会福祉協議会
は、以下の方針に基づき個人情報の保護に
努めます。

１　本会は、個人の人格尊重の理念のもと
に、関係法令等を遵守し、実施するあらゆ
る事業において、個人情報を慎重に取り扱
います。

２　本会は、個人情報を適法かつ適正な方法
で取得します。

３　本会は、個人情報の利用目的をできる限
り特定するとともに、その利用目的の範囲
でのみ個人情報を利用します。

４　本会は、あらかじめ明示した範囲及び法
令等の規定に基づく場合を除いて、個人情
報を事前に本人の同意を得ることなく外部
に提供しません。

５　本会は、個人情報を正確な状態に保つと
ともに、漏えい、滅失、き損などを防止する
ため適切な措置を講じます。

６　本会は、本人が自己の個人情報につい
て、開示・訂正・追加・削除・利用停止を求
める権利を有していることを確認し、これら
の申し出があった場合には速やかに対応
します。

７　本会は、個人情報の取扱いに関する苦情
があったときは、適切かつ速やかに対応し
ます。

８　本会は、個人情報を保護するために適切
な管理体制を講じるとともに、役職員の個
人情報保護に関する意識啓発に努めます。

９　本会は、この方針を実行するため、個人情
報保護規程を定め、これを本会役職員に周
知徹底し、確実に実施します。

平成１７年１２月１日制定

　寄せられた苦情やご意見は「苦情受付担当者」がお聞きし、「苦情解決
責任者」がご利用される方の立場や特性に配慮した適切な対応を進め
ます。また、より公平・中立性を維持するために「第三者委員」を設置し円
満な解決に取り組んでいます。

※相談は面接または電話やFAXによって受付担当者へお申し出いただ
くか、もしくは第三者委員へ直接ご連絡いただいても結構です。
※解決結果については、個人情報に関するものを除き本会発行の広報
誌等で公表に努めます。

苦情解決責任者

苦情受付担当者

第三者委員
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http://ishihata.site/

福島県中古自動車販売店協会加盟
国土交通省東北運輸局長指定整備工場

セットホーム 夏の塗装祭り夏の塗装祭り
足 場 代 半 額半 額 !!!!

キャンペーン

二本松市で45年以上の安心施工 お家の外壁塗装は夏がチャンス！

☎0120-606-700
㈱吉田設備
二本松市渋川字二本栁33-1お見積もり無料

LINEでも受付中

　責任者は申出者と話合いにより解決に努めます。第三者委員
も交えての話合いも可能です。

　早川　　東（常務理事兼事務局長） ☎23-7867

　担当者が受付けた苦情はすべて責任者へ報告し、内容確認と
申出者に対し受付した旨を通知します。　
　斎藤　英知（事務局次長兼在宅生活支援課長） ☎23-1871
　伊藤　真樹（地域福祉課長） ☎23-7867
　佐藤久美子（総合相談支援課長） ☎23-8262
　菅野　幸枝（二本松施設課長） ☎23-4123
　武藤はるみ（岩代兼東和支所長） ☎65-2003

　申出から解決まで公平・中立な立場で内容の確認や助言・立
会いをおこないます。

　川名　栄顕（本会評議員） ☎22-2864
　佐藤　照雄（市民生児童委員） ☎23-7199
　鈴木タリ子（学識経験者） ☎55-2609

はやかわ あきら

い とう ま さ き

ゆ き え

さ とう

す げ の

く み こ

む とう

かわな えいけん

さ とう

す ず き

て る お

さいとう ひでとも

福祉サービスに関する
苦情解決体制と個人情報保護に関する方針について

★個人情報保護に関する方針★★苦情解決のしくみ★

当協議会のサービスを安心してご利用いただくために

当協議会が提供する福祉サービス全般（地域福祉事業や介護サービス事業など）につい
て利用される皆様から苦情の申出があった場合に、適切に対応し、円満な解決が図れるよう
「苦情解決体制」を整備しております。サービスに対する苦情やご意見などがありましたら下
記の苦情受付担当者か、または第三者委員へお寄せください。また、当協議会では下記の方
針に基づき、個人情報の保護にも努めております。ご相談いただいた方のプライバシーは厳
守いたします。

　社会福祉法人二本松市社会福祉協議会
は、以下の方針に基づき個人情報の保護に
努めます。

１　本会は、個人の人格尊重の理念のもと
に、関係法令等を遵守し、実施するあらゆ
る事業において、個人情報を慎重に取り扱
います。

２　本会は、個人情報を適法かつ適正な方法
で取得します。

３　本会は、個人情報の利用目的をできる限
り特定するとともに、その利用目的の範囲
でのみ個人情報を利用します。

４　本会は、あらかじめ明示した範囲及び法
令等の規定に基づく場合を除いて、個人情
報を事前に本人の同意を得ることなく外部
に提供しません。

５　本会は、個人情報を正確な状態に保つと
ともに、漏えい、滅失、き損などを防止する
ため適切な措置を講じます。

６　本会は、本人が自己の個人情報につい
て、開示・訂正・追加・削除・利用停止を求
める権利を有していることを確認し、これら
の申し出があった場合には速やかに対応
します。

７　本会は、個人情報の取扱いに関する苦情
があったときは、適切かつ速やかに対応し
ます。

８　本会は、個人情報を保護するために適切
な管理体制を講じるとともに、役職員の個
人情報保護に関する意識啓発に努めます。

９　本会は、この方針を実行するため、個人情
報保護規程を定め、これを本会役職員に周
知徹底し、確実に実施します。

平成１７年１２月１日制定

　寄せられた苦情やご意見は「苦情受付担当者」がお聞きし、「苦情解決
責任者」がご利用される方の立場や特性に配慮した適切な対応を進め
ます。また、より公平・中立性を維持するために「第三者委員」を設置し円
満な解決に取り組んでいます。

※相談は面接または電話やFAXによって受付担当者へお申し出いただ
くか、もしくは第三者委員へ直接ご連絡いただいても結構です。
※解決結果については、個人情報に関するものを除き本会発行の広報
誌等で公表に努めます。

苦情解決責任者

苦情受付担当者

第三者委員

　   　7

にほんまつ  にほんまつ  社協だより社協だより No.No.134134



INFORMATION ～インフォメーション～

二本松市社会福祉協議会職員を募集します
（令和8年度採用）

二本松市社会福祉協議会正職員採用試験を次により行います。

※上記の要件と合わせ、普通自動車運転免許（ＡＴ限定可）を取得し、パソコン操作（ワード、エクセル）ができる者とします 。

❶職種、採用予定人員及び主な職務内容

❸受験資格

❹試験実施日

法人運営に関する事務、社会福祉事業等の企画・実施、高齢者・障害者等の相談
援助、介護サービス事業所運営等の法人が行う業務全般

・学校教育法による大学（短期大学を除く）を令和８年3月31日までに卒業する見込みの者
・社会福祉士受験資格及び社会福祉主事任用資格の取得（見込み）があれば尚可
・昭和６１年４月２日以降に生まれた者
・看護師、准看護師、保健師、介護支援専門員、社会福祉士、精神保健福祉士、 介護福祉士のいずれかの
資格を取得（登録）している者

主な職務内容採用予定人員募集する職種

種　類 資格・免許等

新卒者

既卒者（一般）

若干名正職員（福祉総合職）

❷採用予定日  　令和８年４月１日付にて採用予定

❺試験申込書等必要書類配布日及び配布場所

二本松市社会福祉協議会地域福祉課（二本松市安達支所内 、岩代支所 （岩代地域福祉センター内）、東
和支所（二本松市東和支所内））

令和７年７月１日（火）より ※土日祝日除く 午前８時３０分～午後５時の間

「職員採用試験要綱」・「採用試験受験申込書／採用試験受験票」
ホームページからのダウンロードも可能です。

配布日、時間

配布場所

配布書類
その他

❻試験受付期間及び場所

二本松市社会福祉協議会地域福祉課（二本松市安達支所内）
令和７年８月１日（金）～令和７年９月１０日（水）迄 ※土日祝日除く 午前８時３０分～午後５時の間

郵送の場合は、９月１０日（水）の消印のあるものまで受け付けます。

受付期間、時間
受付場所
その他

第１次試験 令和７年１０月１９日日 第2次試験 令和７年１１月１７日月

■問い合わせ：二本松市社会福祉協議会地域福祉課総務係（二本松市油井字濡石1番地２）
　　　　　　 ☎０２４３－２３－７８６７

水
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